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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　人工大腿骨股関節を植え込むために外科用切断器具により近位大腿骨上に骨切除を作り
出すシステムであって、
　ブローチであって、近位大腿骨内に挿入され、穴を形成するように形作られ、前記ブロ
ーチの表面上に画定された切断ガイド接触機構を含むブローチ、および
　前記ブローチに接続されるように構成された切断ガイドであって、前記切断ガイドは、
係合部分およびガイド部分を含み、前記係合部分は、前記ブローチの切断ガイド接触機構
を受け取り、且つ、接続するような大きさに構成されたブローチ接触機構を画定する下側
表面を含み、前記ガイド部分は、前記係合部分から延在する細長い構造を有し、前記細長
い構造は、前記細長い構造を通して横方向に延在し、前記細長い構造の長さに沿って延在
する第１の細長いスロットを表し、前記細長い構造は、第１ガイド面が前記切断ガイドの
前記下側表面に対して鋭角の角度を有して第１切除面を画定するように、前記細長い構造
の前記第１の細長いスロットに沿って延在する第１ガイド面を有する前記切断ガイド、
　を備え、
　前記細長い構造は、前記ブローチ接触機構により画定された軸に対して横断するように
縦方向に延在し、前記第１の細長いスロットは、前記近位大腿骨上の前記骨切除を作り出
すための前記外科用切断器具を受け取るように構成された切断ガイドスロットとして作動
することを特徴とする人工大腿骨股関節を植え込むシステム。
【請求項２】
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　前記ガイド部分の前記細長い構造は、三角形の横断面を有する中心の細長い本体を備え
、前記中心の細長い本体は、前記第１ガイド面と、第２ガイド面を画定することを特徴と
する請求項１に記載の人工大腿骨股関節を植え込むシステム。
【請求項３】
　前記ガイド部分は、それらの間の前記第１の細長いスロットを画定するために前記第１
ガイド面に沿って延在する第１の細長い付属品と、それらの間の第２の細長いスロットを
画定するために前記第２ガイド面に沿って延在する第２の細長い付属品とを備えることを
特徴とする請求項２に記載の人工大腿骨股関節を植え込むシステム。
【請求項４】
　前記切断ガイド接触機構は、支柱を備え、前記ブローチ接触機構は、ソケットを備え、
前記ソケットは、前記支柱の一部を受け取るように形作られていることを特徴とする請求
項１に記載の人工大腿骨股関節を植え込むシステム。
【請求項５】
　前記係合部分の前記下側表面は、第１段を備え、前記第１段は、前記ブローチに対して
、前記切断ガイドの前記支柱周りの回転を実質的に妨げることを特徴とする請求項１に記
載の人工大腿骨股関節を植え込むシステム。
【請求項６】
　前記係合部分は、作動可能なボタンを備え、外力が前記ボタンに加えられると、前記ソ
ケットが前記支柱の一部を受け取ることができ、前記外力が解除されると、前記係合部分
は、前記支柱が前記ソケット内に固定されるように前記支柱に係合することを特徴とする
請求項４に記載の人工大腿骨股関節を植え込むシステム。
【請求項７】
　人工装具をさらに備え、該人工装具の一部は、前記穴内に嵌め込むように形成されるこ
とを特徴とする請求項１に記載の人工大腿骨股関節を植え込むシステム。
【請求項８】
　前記第２ガイド面は、第２切除平面を画定し、前記第２切除平面は、前記切断ガイドの
前記下側表面および前記第１ガイド面に対して鋭角の角度をなしていることを特徴とする
請求項３に記載の人工大腿骨股関節を植え込むシステム。
【請求項９】
　前記細長い構造は、前記ブローチ接触機構により画定された軸に対して横断するように
縦方向に延在することを特徴とする請求項１に記載の人工大腿骨股関節を植え込むシステ
ム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、人工股関節全置換手術（total hip joint replacement）のための人工装
具および方法に関する。具体的には、本発明は、耐衝撃性の人工股関節置換術（high imp
act hip joint replacement）を可能にする人工装具およびより大きな骨の保護をもたら
す、近位大腿骨（the proximal femur）の小突起領域（the calcar region）を準備する
手段および方法に関する。耐衝撃性のステムの設計においては、近位大腿骨の小突起領域
のより大きな骨の保護をもたらすということが述べられている。このことは、良好な負担
分担（better load sharing）とより大きな全耐性（greater overall capability）をも
たらす。骨の保護の増大化が結果として生じる可動域の制限をもたらさないことを保証す
るために、外科医が衝撃の可能性を最小限度に抑える小突起の斜面切断を作り出すことを
可能にする付加的な手段や技法が提供される。
【背景技術】
【０００２】
　人工股関節全置換手術は、その機能性、可動域、体重負荷、および全部ではないが大部
分のその他の行動や生活様式の特性において悪化した股関節を置換しようと試みる。この
ような悪化は、一般に、変形性関節症、関節リウマチあるいは骨壊死（虚血壊死）を患っ
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ている患者に見られる。人工股関節全置換術は、一般に、大腿骨頭部、大腿骨頸部および
大腿骨頂部部分の構造物を人工構成部品と置換するために、これらの構造物の切断を含ん
でいる。
【０００３】
　個々の骨格の発育や配置は、人それぞれ異なる。このことは、ひとつには、近位大腿骨
に関連する寛骨臼の三次元定位に原因がある。大腿骨頭部の回転中心と小転子（the less
er trochanter）のような確かな解剖学的ランドマーク（a reliable anatomical landmar
k）との間の距離は、頭部中心（the head center）の小転子からの垂直オフセット（the 
vertical offset）として記載され得る。この距離は、大腿骨の軸中心線（the shaft axi
s）に平行に測定され、また、手術後の脚の長さに関係する。前後方向から見れば、頭部
中心と軸中心線との間の距離は、軸中心線の頭部中心からの側面オフセット（the latera
l offset）として、あるいは、頭部中心の軸中心線からの中間オフセット（the medial o
ffset）として記載され得る。これは、多くの場合、単に「オフセット」といわれる。側
面オフセットは、手術後の股関節外転筋の機能に関係する。側面オフセットは、頸軸の角
度と無関係である。しかしながら、側面オフセットは、頸軸の角度および頸部の長さを単
位として表され得る。それは、頭部中心と軸中心線またはその他の信頼性のおけるランド
マークとの間の頸軸に沿う距離である。頸軸の角度は、ほとんどの人にとって、約１２７
－１４０度の角度範囲にわたって変化する。頸部の長さも同様に変化する。側面から見る
と、頭部中心と軸中心線との間の距離は、頭部中心が軸中心線から前方に変位している場
合、頭部中心の軸中心線からの前傾オフセットまたは単純に前傾として記載され、または
、頭部中心が軸中心線へ後方に変位している場合、後傾として記載され得る。前傾または
後傾は、手術後の可動域に関係する。
【０００４】
　１９６０年代にSir John Charnleyにより開発された最初のチャーンレー全股関節形成
術（the original Charnley total hip arthoplasty）は、小さなカラー（a small colla
r）、矩形断面および２２ｍｍの大腿骨頭部を有するステンレス鋼製の人工大腿骨であっ
た。その後の設計は、異なる頭部の大きさ（２２、２５、２５．４、２８、３２および３
５ｍｍ）、異なる大腿骨構成部品の長さ（標準の人工装具に対し、１１０ｍｍ～１６０ｍ
ｍまでの範囲）、異なる断面（正方形、円形、楕円形、Ｉ形）および骨内部成長アタッチ
メントのための多孔質コーティングや（固められたまたは多孔質コーティングされた）寛
骨臼（the acetabulum）のための金属裏打ちを含むように発展した。
【０００５】
　人工装具の頸部の角度および／または頸部の長さは、また、生まれつきの生体構造を複
製するかまたは変形を矯正するために、大いに変化し得る。側面オフセットが元のままの
正常な大腿骨に対する平均の側面オフセット値に匹敵するように、人工装具の頸部の角度
および／または頸部の長さが設定される場合、この人工装具は、通常のまたは標準のオフ
セットを有するものと考えられている。しかしながら、側面オフセットが比較的大きくな
るように、人工装具の頸部の角度および／または頸部の長さが設定される場合、これは、
高度オフセット人工装具と称される。例えば、頸部の角度および／または頸部の長さは、
側面オフセットが平均の側面オフセット値よりも少なくとも１０ｍｍ大きくなるように設
定され得る。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　人工装具の関連する寸法のいずれもその寸法が傷のない正常な大腿骨に対する平均値に
匹敵するように設定され得る。これらの寸法は、従来の寸法であると考えられているかも
しれない。同様に、関連する寸法のいずれも対応する平均値よりも着実に大きくなるよう
に設定され得る。この場合、人工装具の寸法は、増大されたと考えられている。結果とし
て、平均の寸法よりも小さくなることも選択され得る。
【０００７】
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　外科医は、一般に、人工股関節全置換手術を行う前に、頸部の角度、垂直オフセット、
側面オフセット、および脚部の長さを含む両方の股関節を測定するだろう。これらの測定
値は、十分な可動域、脚部の長さ、柔軟な組織の張力、および安定性を達成するために、
外科医が置換関節（the replacement joint）を本来の股関節の角度および寸法にできる
だけ接近して合致させることを可能にする。これらの測定値は、また、外科医が置換関節
を反対側に位置する股関節に合致させることにより、手術された関節とその周辺での変形
やその他の状態を矯正することを可能にする。　
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】次第に大きくなる側面オフセットを有する解剖学的変異体を点線で示している生
まれつきの近位大腿骨の正面図である。
【図２】非常に大きな側面オフセットとわずかに大きな垂直オフセットを有する変異体を
点線で示している従来の人工大腿骨全股関節の正面図である。
【図３】９０度の頸角、同一の側面オフセットと垂直オフセットを有する２つの人工装具
を有する変異体を斜線領域で示している別の従来の人工大腿骨全股関節の正面図である。
【図４】同じ側面オフセットと大きな垂直オフセットを有する変異体を斜線領域で示して
いるさらに別の従来の人工大腿骨全股関節の正面図である。
【図５Ａ】ステム構成部品、通常の長さの頸部、および頭部構成部品を有するさらに別の
従来の人工大腿骨全股関節の正面図である。
【図５Ｂ】長い頸部構成部品を有する図５Ａのステムと頭部の正面図である。
【図６Ａ】短いステムを有する別の従来の人工大腿骨全股関節の正面図である。
【図６Ｂ】従来の切除面での近位大腿骨内に挿入される図６Ａの人工大腿骨の正面図であ
る。
【図７】短縮された頸部、大腿骨内に挿入される、高度の切除面および高度の多孔質コー
ティング面を有する人工股関節ステムの断面図である。
【図８】従来の多孔質コーティング面を有する、挿入されている股関節ステムを有する近
位大腿骨の断面図である。
【図９】頸部を短縮する手段を有する人工股関節ステムの側面図である。
【図１０Ａ】頸部を短縮する手段を有する人工股関節ステムの側面図である。
【図１０Ｂ】頸部を短縮する手段を有する人工股関節ステムの上面の断面図である。
【図１１Ａ】２つの異なった、考えられるオフセットを有する股関節ステムの側面図であ
る。
【図１１Ｂ】ステム部分の直径と側面オフセットとの間の幾何学的関係を表示する表であ
る。
【図１２Ａ】短縮された頸部、高度の頸部切除面および短縮されたステムを有する股関節
ステムの正面図である。
【図１２Ｂ】近位大腿骨に挿入される図１２Ａの股関節ステムの正面図である。
【図１３Ａ】頭部頸部接合部において切除された近位大腿骨の断面図である。
【図１３Ｂ】ボックス形のみを用いて開けられたＩＭ導管を有している近位大腿骨の上面
図である。
【図１３Ｃ】ブローチで穴が広げられた大腿骨の断面図である。
【図１３Ｄ】最終的に頸部が切除される前に、挿入されたブローチを有する大腿骨の断面
図である。
【図１３Ｅ】最終的に頸部が切除された後の図１３Ｄの近位大腿骨とブローチの断面図で
ある。
【図１４Ａ】従来の切除面を有する近位大腿骨と従来の多孔質コーティング面を有するス
テムの断面図である。
【図１４Ｂ】高度の切除面を有する近位大腿骨と高度の多孔質コーティング面を有するス
テムの断面図である。
【図１５Ａ】高度の切除面で面取りした骨部分を上から見た図である。
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【図１５Ｂ】高度の切除面で面取りした骨部分の正面図である。
【図１５Ｃ】低い切除面で面取りした骨部分を上方前方から見た図である。
【図１５Ｄ】低い切除面で面取りした骨部分の正面図である。
【図１６Ａ】穴が開けられた高度の切除面を有する近位大腿骨の等角図である。
【図１６Ｂ】面取りした前方縁部を形成するために取り除かれる骨を斜線部分で示してい
る図１６Ａの近位大腿骨の等角図である。
【図１６Ｃ】高度の切除面および面取りした前方縁部を有する近位大腿骨の上面図である
。
【図１６Ｄ】高度の切除面および面取りした前方および後方縁部を有する近位大腿骨であ
る。
【図１６Ｅ】高度の切除面および面取りされた前方縁部を有し、股関節ステムおよび頭部
を有する近位大腿骨の上面図である。
【図１６Ｆ】高度の切除面および面取りした前方縁部を有し、股関節ステムおよび挿入さ
れた寛骨臼カップを有する回転した近位大腿骨の上面図である。
【図１７Ａ】骨に面取りを作るために軌道に沿ってリーマをガイドする係合機構を含んで
いるブローチの側面図である。
【図１７Ｂ】平坦なリーマとブローチの側面図である。
【図１７Ｃ】ブローチに係合している平坦なリーマの側面図である。
【図１８Ａ】カップ形状の切断機構を有する面取りリーマの底面から見た斜視図である。
【図１８Ｂ】図１８Ａの面取りリーマの断面図である。
【図１９Ａ】挿入されたブローチおよび突出する支柱を有する近位大腿骨の正面図である
。
【図１９Ｂ】図１９Ａのブローチと係合する面取りリーマの正面図である。
【図２０Ａ】小突起領域が面取りリーマを用いてリーマ仕上げされた後の、挿入されたブ
ローチおよび突出する支柱を有する近位大腿骨の正面図である。
【図２０Ｂ】面取りリーマを用いてリーマ仕上げされ、股関節ステムが挿入された近位大
腿骨の正面図である。
【図２１Ａ】傾斜縁部を有するブローチを上から見た図である。
【図２１Ｂ】傾斜前方縁部を有する近位大腿骨の切り欠き内に挿入された傾斜縁部を有す
るブローチの上面図である。
【図２２Ａ】骨盤の寛骨臼カップとライナーに接続されるモジュール式頭部を有する股関
節ステムを有する大腿骨の正面図である。
【図２２Ｂ】骨と寛骨臼インプラントとの間に衝突がある、寛骨臼ライナーに挿入された
モジュール式頭部を有する股関節ステムの正面図である。
【図２３Ａ】近位大腿骨内に挿入されたブローチの上面から見た斜視図である。
【図２３Ｂ】近位大腿骨に挿入されたブローチに取り付けられた面取り切断ガイドの上面
から見た斜視図である。
【図２４】面切断ガイドの上面から見た斜視図である。
【図２５】面切断ガイドの底面から見た斜視図である。
【図２６】面切断ガイドの側面図である。
【図２７Ａ】大腿骨内に挿入されたブローチに取り付けられた面切断ガイドおよび面取り
された骨の表面の上面図である。
【図２７Ｂ】大腿骨内に挿入されたブローチに取り付けられた面切断ガイドおよび面取り
された骨の表面の上面から見た斜視図である。
【図２８】前方および／または後方の面切断を用意する方法を示す線図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　さて、本発明に係る種々の実施例が添付の図面を参照して説明される。当然のことなが
ら、これらの図面は、本発明の代表的な実施例のみを示すものであり、したがって、本発
明の範囲を限定するものではない。
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【００１０】
　本発明は、短縮された頸部および該頸部を強化する手段を含んでいる耐衝撃性の人工大
腿骨股関節ステム（a prosthetic high impact femoral hip stem）を示している。加え
て、本発明は、人工股関節ステムによる潜在的衝撃を減少させ、患者の生まれつきの可動
域を維持する手段を示している。
【００１１】
　本明細書において、標準的な医学的方向を示す用語は、通常の日常的な意味を持って使
用される。上位（superior）は、頭部の近くを意味する。下位（inferior）は、頭部から
離れていることを意味する。前方（anterior）は、前部（the front）の近くを意味する
。後方（posterior）は、後部（the back）の近くを意味する。中間（medial）は、本体
の左右対称の平面である正中線（midline）の近くを意味する。側面（lateral）は、本体
の正中線から離れていることを意味する。基端（または、近位、proximal）は、本体の幹
部（the trunk of the body）の近くを意味している。末端（または、遠位、distal）は
、該幹部から離れていることを意味する。さらに、標準的な股関節の解剖学的用語は、通
常の日常的な意味を持って使用される。
【００１２】
　図１を参照すると、傷のない生まれつきの大腿骨１１０が前後方向から見た図とも言わ
れる正面図に実線で示されている。大腿骨１１０は、骨幹１０２を含んでいる基端部１０
０、頸部１０４および頭部１０６を有している。骨幹１０２は、中心縦軸１１２を有する
。頸部１０４は、骨幹軸に対して傾斜した中心縦軸１２４を有する。頭部１０６は、おお
よそ球形であり得る。頭部は、中心点１１４を有する。あるいは、回転中心１１４は、平
均側面オフセット値、通称、従来オフセットまたは標準オフセットとして知られている側
面オフセット距離（a lateral offset distance）１３０だけ骨幹軸１１２から離れて間
隔をおいて配置されている。
【００１３】
　側面オフセット１３０は、全体として参照により本明細書に組み込まれている、１９９
２年に刊行されたイギリスの「Journal of Bone and Joint Surgery」（JBJS BS）、７４
Ｂ巻、２８－３２頁におけるルビンらの研究に基づけば、約３９．８ｍｍ～５４．２ｍｍ
であり得る。あるいは、側面オフセット１３０は、１９８８年に刊行された「Clinical O
rthopedics and Related Research」（CORR）、２３５号、１４８－１６５頁におけるノ
ーブルらの研究に基づけば、３６．２ｍｍ～４９．８ｍｍであり得る。
【００１４】
　図１は、また、中心点１１８を持つ別のおおよそ球形の大腿骨頭部１１６を有する大腿
骨１１０の解剖学的変異体を例示している。頸軸１２４上にあり得る中心１１８は、側面
オフセット１３０より大きい第２の側面オフセット距離１３２だけ骨幹軸１１２から離れ
て間隔をおいて配置されている。この距離は、明確にするために、図１において誇張され
ている。この変異体は、高度の側面オフセットを有すると言われている。中心１１８は、
また、中心１１４より大きい、大腿骨１１０の確かな解剖学上のランドマークからの垂直
オフセットを有し、したがって、頸軸１２４からずれていてもよい。この変異体における
頸部１０４は、当然ながら、骨幹１０２から頭部１１６に到達するのに十分に長い。
【００１５】
　図１は、また、中心点１２２を持つさらに別のおおよそ球形の大腿骨頭部１２０を有す
る大腿骨１１０の別の解剖学的変異体を例示している。頸軸１２４上にあることが示され
ている中心１２２は、第２の側面オフセットよりも大きい第３の側面オフセット距離１３
４だけ骨幹軸１１２から離れて間隔をおいて配置されている。この距離も、明確にするた
めに、図１において誇張されている。この変異体は、高度のオフセットを有すると言われ
ている。さらに具体的には、該オフセットは、特に高度なオフセットと看做される。中心
１２２は、また、中心１１８より大きい、大腿骨１１０の確かな解剖学上のランドマーク
からの垂直オフセットを有する。この変異体における頸部１０４は、当然ながら、骨幹１
０２から頭部１２０に到達するのに十分に長い。
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【００１６】
　ルビン（JBJS　BR　１９９２）は、最高で６２．８ｍｍまでのオフセットを報告してい
る。最高６８．６ｍｍまでのオフセットがルビンの４７．０ｍｍの平均値プラス７．２ｍ
ｍの３つの標準偏差値（three standard deviations）から予測され得る。ノーブル（COR
R　１９８８）は、最高６１．０ｍｍまでのオフセットを報告している。最高６３．４ｍ
ｍまでのオフセットがノーブルの４３．０ｍｍの平均値プラス６．８ｍｍの３つの標準偏
差値から予測され得る。
【００１７】
　図２を参照すると、大腿骨１１０の基端部１００に植え込まれている従来の人工大腿骨
全股関節（a prior art total hip femoral prosthesis）２００が示される。モジュール
式の人工大腿骨（modular femoral prosthesis）２００は、ステム構成部品２０６、頸部
構成部品２０８、および頭部構成部品２１０を含んでいる。頸部２０８と頭部２１０とス
テム２０６は、一緒に固定されている。ステム２０６は、大腿骨の骨幹１０２の用意され
た導管内に示されている。傾斜した切除面１０８を残し、頸部１０４、頭部１０６、およ
び基端部１００の一部分を取り除く大腿骨頸部の骨切り術が行われてきた。ステム２０６
は、該ステムが骨幹１０２内に植え込まれると骨幹軸１１２と整列される中心縦軸２１４
を有する。頸部２０８は、ステム軸２１４に対して傾斜している中心縦軸２１６を有する
。頭部２１０は、球形であり、頸軸２１６上に存在する中心点２１２を有する。中心点２
１２は、従来の側面オフセットである側面オフセット距離２４０だけステム軸２１４から
離れて間隔をおいて配置されている。
【００１８】
　図２は、また、ステム２０６、別の頸部構成部品２２２、および別の頭部構成部品２２
４を含んでいる別の従来の人工大腿骨全股関節２２０を例示している。頸部２２２は、ス
テム軸２１４に対して傾斜している中心縦軸２３０を有する。頭部２２４は、球形であり
、頸軸２３０上に存在する中心点２２６を有している。中心２２６は、側面オフセット２
４０より大きい側面オフセット距離２４２だけステム軸２１４から離れて間隔をおいて配
置されている。側面オフセット２４２は、側面オフセット２４０と比較して高度のオフセ
ットと称され得る。中心２２６は、また、中心２１２より大きい、大腿骨１１０の確かな
解剖学上のランドマークからの垂直オフセットを有し得る。頸軸２３０に沿ってベースか
ら端部まで測定された頸部２２２は、約３８ｍｍの長さがある。
【００１９】
　高度のオフセットの頸部２２２は、従来の頸部２０８より長いことが理解され得る。し
たがって、頸部２２２は、使用中、頸部２０８よりも強いストレス（stresses）を感じ得
る。つまずき、すべり、落下、またはその他のトラウマ（other trauma）による強いサー
ビスストレス（high service stresses）および／または偶発的な過重負担、特に、体内
で何年にもわたるストレスや負担が原因で、頸部２２２は、曲がったり、ひびが入ったり
、または折れるかもしれない。頸部２２２は、示されている領域２２８で、またはその近
くで衰えることが予想されている。頸部２２２の衰えは、付随する社会復帰や重大な合併
症の恐れを伴う、少なくとも損傷している頸部を置換する矯正手術を必要とする。
【００２０】
　図３を参照すると、大腿骨１１０の基端部１００に植え込まれている従来の人工大腿骨
全股関節３０２が示される。モジュール式の人工大腿骨３０２は、ステム構成部品３０４
、頸部構成部品３０６、および頭部構成部品３０８を含んでいる。頸部３０６と頭部３０
８とステム３０４は、一緒に固定されている。ステム３０４は、大腿骨骨幹１０２の用意
された導管内に示されている。大腿骨骨幹１０２は、上述されるように用意されている。
ステム３０４は、該ステムが骨幹１０２内に植え込まれると、骨幹軸１１２と整列する中
心縦軸３１０を有する。頸部３０６は、ステム軸３１０に対して傾斜する中心縦軸３１４
を有する。頭部３０８は、球形であり、中心点３１２を有する。中心３１２は、側面オフ
セット距離３４０だけステム軸３１０から離れて間隔をおいて配置されている。
【００２１】



(8) JP 6227247 B2 2017.11.8

10

20

30

40

50

　図３は、また、長いステム構成部品３２２、水平頸部構成部品３２４、および別の頭部
構成部品３２６を含んでいる別の従来の人工大腿骨全股関節３２０を例示している。ステ
ム３２２は、ステム軸３１０と整列している。頸部３２４は、ステム軸３１０に対して直
角をなす、またはそれに近い角度をなす中心縦軸３２８を有する。頭部３２６は、頭部３
０８と同じ位置に存在する。したがって、頭部３２６は、頭部３０８と同じ側面オフセッ
トおよび垂直オフセットを有する。
【００２２】
　頸部３２４は、頸部３０６より短いかもしれないが、ステム３２２と頸部３２４は、ス
テム３０４と頸部３０６よりも大きく大腿骨１１０から基端側に突出していることが理解
され得る。したがって、ステム３２２と頸部３２４は、側面骨盤のような解剖学的構造物
を取り囲んで作用することによる外転（abduction）を妨げ得る。
【００２３】
　図４を参照すると、大腿骨１１０の基端部１００に植え込まれている従来の人工大腿骨
全股関節４０２が示される。モジュール式の人工大腿骨４０２は、ステム構成部品４０３
、頸部構成部品４０４、および頭部構成部品４０６を含んでいる。頸部４０４と、頭部４
０６とステム４０３は、一緒に固定されている。ステム４０３は、大腿骨骨幹１０２の用
意された導管内に示されている。大腿骨骨幹１０２は、上述されるように用意される。ス
テム４０３は、ステムが骨幹１０２内に植え込まれると、骨幹軸１１２と整列する中心縦
軸４１０を有する。ステム４０３は、ステム挿入器具（不図示）用の配置スロット（a pl
acement slot）４０８、大腿骨内に用意された導管内にステムを駆動するために使用され
る工具を有する。頸部４０４は、ステム軸４１０に対して傾斜し得る中心縦軸４１４を有
する。頭部４０６は、球体であり、中心点４１２を有する。中心４１２は、側面オフセッ
ト距離４４０だけステム軸４１０から離れて間隔をおいて配置されている。
【００２４】
　図４は、また、別のステム構成部品４２４、別の頸部構成部品４２６、および別の頭部
構成部品４２８を有する別の従来の人工大腿骨全股関節４２２を例示している。ステム４
２４は、ステム軸４１０と整列している。頸部４２６は、ステム軸４１０に対して傾斜し
得る中心縦軸４３２を有している。頭部４２８は、球体であり、中心点４３０を有する。
中心４３０は、側面オフセット距離４４０だけステム軸４１０から離れて間隔をおいて配
置されている。中心４３０は、中心４１２より軸４１０に平行な方向で大腿骨１１０のラ
ンドマークから離れている。人工股関節４２２は、人工股関節４０２に比べて高度の垂直
オフセットを有すると言われる。
【００２５】
　図５Ａを参照すると、従来のモジュール式人工大腿骨全股関節５００は、ステム構成部
品５０２、頸部構成部品５０６、および頭部構成部品５０８を含んでいる。頸部５０６と
頭部５０８トステム５０２は、一緒に固定されている。ステム５０２は、ステムが骨幹１
０２内に植え込まれると、骨幹軸１１２と整列する中心縦軸５１２を有する。ステム５０
２は、また、人工股関節５００が組み立てられると、頸部５０６の末端部を受け入れるポ
ケット（a pocket）５０４を有する。頸部５０６は、ステム軸５１２に対して傾斜し得る
中心縦軸５１６を有する。回転の末端中心５１０が頸部５０６の末端部で頸軸５１６上に
画定され得る。回転の末端中心５１０は、頸部５０６がステム５０２に固定されると、ポ
ケット５０４内に存在する。頭部５０８は、球体であり、中心点５１４を有する。中心５
１４は、頭部５０８が頸部５０６に固定されると、頸部５０６の基端部で頸軸５１６と重
なり、したがって、中心５１４は、また、頸部の回転の基端中心と言われ得る。中心５１
４は、中間－側面距離５１８および頸軸５１６に沿う距離５２０だけ末端中心５１０から
離れて間隔をおいて配置されている。中間－側面距離５１８は、約２０ｍｍ～５０ｍｍで
ある。距離５２０は、約２０ｍｍ～３０ｍｍである。
【００２６】
　図５Ｂを参照すると、従来の高度オフセットのモジュール式人工大腿骨全股関節は、長
いモジュール式頸部構成部品５５０を有するステム５０２と頭部５０８を含んでいる。頸
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部５５０は、ステム軸５１２に対して傾斜し得る中心縦軸５５２を有する。この配列にお
ける頭部５０８の中心は、点５５４にある。中心５５４は、中間－側面距離５２２および
頸軸５５２に沿う距離５２４だけ末端中心５１０から離れて間隔をおいて配置されている
。距離５２４は、距離５２０より大きい。中間－側面距離５２２は、増分５２６だけ中間
－側面距離５１８より大きい。増分５２６は、約１０ｍｍ～２０ｍｍである。したがって
、中間－側面距離５２２は、約３０ｍｍ～７０ｍｍである。距離５２４は、約３０ｍｍ～
４０ｍｍである。不都合なことに、側面オフセットの増大は、頸部２２２に関して述べた
ように、長いモジュール式頸部５５０にかなり大きなストレスと緊張（stress and strai
n）をかける。
【００２７】
　図６Ａおよび６Ｂを参照すると、従来の頸部切除面（a traditional neck resection l
evel）を有する標準的な従来の短い楔式の人工股関節ステム（a standard prior art sho
rt wedge-style prosthetic hip stem）が例示されている。図６Ａに示されるように、短
い楔式人工股関節ステム８００は、従来の多孔質コーティング面（a traditional porous
 coating level）８０２および該多孔質コーティング面の基端側境界８０６から頭部接続
機構（a head connection feature）８０８の中心点８０７までの距離により画定される
ような従来の有効頸部長さ８０４を含んでいる。短い楔式人工股関節ステム８００は、短
縮されたステム部分８１０を含んでいる。短縮されたステム部分８１０は、エルボ機構（
an elbow feature）８１２を含んでいる。それは、また、転子免荷遷移（a trochanteric
 relief transition）といわれている。多孔質コーティング面の末端側境界８０５は、転
子免荷遷移８１２の下に示されている。図６Ｂを参照すると、従来の頸部切除面８１４を
有する近位大腿骨内に挿入されている標準的な短い楔式人工股関節ステム８００が示され
ている。頸部切除面は、多孔質コーティングの基端側境界８０６と一致する。
【００２８】
　種々の市販の入手可能な人工全股関節の種類が説明されてきたが、以下の説明は、短縮
された頸部および高度の頸部切除を可能にする基端側コーティングを含む人工全股関節の
実施例に関する。別の実施例は、頸部を強化する手段を含んでいる。さらに、以下の説明
は、潜在的な衝突が減少し、患者が通常の可動域を維持することが可能となるような小突
起領域を用意する方法を提供する。
【００２９】
　図７を参照すると、近位大腿骨内に植え込まれている、短縮された頸部および基端側コ
ーティングを有する人工大腿骨股関節ステム（a prosthetic femoral hip stem）６００
の実施例が示されている。大腿骨股関節ステム６００は、従来の側面オフセット６０１、
標準的なステム長さおよび標準的な基端側本体の設計を含んでいる、図１－６において説
明されたステムと同様の特徴を含み得る。ステム構成部品６０２は、骨髄内導管内に延在
するように示されている。大腿骨股関節ステムは、モジュール式の大腿骨頭部を受け止め
るように形成されている頭部接続機構６０６を含んでいる。頭部接続機構６０６は、中心
点６０５を含み得る。さらに、大腿骨股関節ステム６００は、従来のステムで用いられる
より高度な頸部切除のために設計され、短縮された人工頸部６０４を可能にする。頸部６
０４は、この実施例では中間に置かれる。ステム６０２、頸部６０４および頭部接続機構
６０６の部分は、それぞれの部分の要求に応じて異なる材料から作られ得る。
【００３０】
　大腿骨股関節ステム６００は、また、ステム６０２の基端側にある横断面に沿って延在
し、ステム６０２と頸部６０４の側面部分に交差し得る上面６２０を含み得る。言い換え
れば、上面６２０は、ステム６０２の上方部分と頸部６０４のベース部分を一体化させる
。上面は、滑らかであり、平坦であり得る。あるいは、上面は、粗面処理のような表面性
状要素（surface texture elements）を含んでもよいし、また、起伏があってもよい。
【００３１】
　短縮された頸部６０４は、１つの材料からなる基板で作られ、別の材料からなる外側コ
ーティング６０８を含み得る。コーティング６０８は、多孔質であり、頸部６０４を取り
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囲んで骨内部成長を高める。短縮された頸部６０４は、高水準の多孔質コーティング６０
８を可能とし得る。この場合、基端側コーティング６０８の基端側境界６１０の少なくと
も一部は、上面６２０に平行な平面に沿ってステム６０２の基端側部分から延在し得る。
短縮された頸部の骨内部成長は、短縮された頸部との負荷分担を促進し、耐衝撃性の適用
を可能とする。それで、基端側コーティング６０８の基端側境界６１０は、頸部６０４の
ベース部分を横切って斜めに末端方向に延在し得る。基端側境界６１０の傾斜部分は、頭
部接続機構６０６の中心点６０５から第１の距離６１２の位置に配置され得る。
【００３２】
　短縮された頸部６０４の側面範囲（the lateral extent）は、ステムの切除面、または
ステムの多孔質コーティング面と頭部接続機構６０６の中心、または存在する場合の実際
の頭部の中心との間の側面距離として画定され得る。より詳細には、側面範囲は、頸軸と
切除面または多孔質コーティング面との交点と頭部接続機構６０６または頭部の中心との
間の側面距離として画定され得る。短縮された頸部６０４の側面範囲は、上述した、例え
ば、図１に関連して述べられた、一定の割合の全側面オフセット距離であり得る。側面範
囲は。側面オフセットの約５０％であり得る。あるいは、それは、４０％、３０％または
２０％の全中間オフセットのように小さなオフセットであってもよい。例えば、全側面オ
フセットが４５ｍｍである場合、側面範囲は、全側面オフセットの３０％、または１５ｍ
ｍであるとして画定され得る。頸軸に沿って測定されると、より小さな側面範囲が短縮さ
れた頸部に関連することが理解される。
【００３３】
　比較として、股関節ステム６００に類似しているが、長い頸部と従来の多孔質コーティ
ング面を有する大腿骨股関節ステムが図８に示されている。従来の多孔質コーティングは
、頭部接続機構６０６の中心点６０５からの第２の距離６１４に配置される基端側境界を
有する。この場合、第２の距離６１４は、図６に示される第１の距離６１２より大きい。
【００３４】
　図７に示されるように、頸部６０４を短くし、基端側コーティング６０８を含むことに
より、基端側コーティングが頭部に近い骨内部成長を高め、したがって、生まれつきの骨
と分担する負荷の量の増大化による頸部６０６に加えられるストレスを減少させるので、
支えられていない頸部長さの量は縮小し、モーメントアーム長さ（moment arm length）
は減少し得る。図７および９～１１に記載される耐衝撃性の股関節ステムは、生まれつき
の股関節に匹敵する可動域を提供する（≧３６ｍｍのような）大きな直径の頭部用に最適
化されている。大きな直径の人工頭部を取り囲む人工頸部の形状を設計することにより、
人工頸部の長さが短縮され、一方、寛骨臼の衝突が起こる面における人工頭部の直径と頸
部の直径との間の所望の比率が維持され得る。
【００３５】
　大腿骨股関節ステム６００の別の実施例は、頸部を強化する手段を含み得る。図９、１
０Ａ－１０Ｂを参照すると、大腿骨股関節ステム６００の基端側部分が示されている。ス
テム６００は、以前の設計に比べて、上面６２０上に置かれる追加材料を含み、頸部を強
化する手段として役立つ曲線的な上面６２２を作り出し得る。頸部を強化する手段を作り
出すべく上面に追加される材料は、頸部とステムの部分を製造するために使用される材料
と同じであるか、または異なる材料であり得る材料を含み得る。図１０Ａおよび１０Ｂは
、曲線的な上面６２２の断面Ａ－Ａを提供する。ここで、追加材料は、上面６２０上に存
在する。あるいは、追加材料は、多角形、矩形またはその他の不規則な形状をした、基端
側に高められた断面を作り出し得る。
【００３６】
　曲線的上面６２２は、対象とする大腿骨頭部の中心位置および側面頸部とステム上面と
の交点との間に一定の距離を維持するのに役立つ。植え込み全体の大きさが変動する（ス
テム直径およびオフセット）時、この「有効頸部長さ」６２４は、略一定のままである。
追加材料６２０は、したがって、頸部６０４と追加材料６２０との交点と頭部構成部品６
０６の中心点との間の長さとして画定される一定の有効頸部長さ６２４を提供する。多孔
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質コーティング６０８は、また、曲線的上面６２２を越えて延在し得る。
【００３７】
　図９－１０Ｂに例示されるような本明細書における設計は、２２ｍｍより大きい、好ま
しくは３２ｍｍより大きい、さらに好ましくは、３６ｍｍより大きい人工大腿骨頭部に適
している。大きい人工頭部は、小さい頭部が提供するより比較的大きい可動域を提供し得
る。増大化された可動域は、該可動域の価値によって経験され、または、大きな頭部の全
股関節形成術システムの設計全体におけるその他の選択に影響を与え得る。例えば、大き
な頭部システムにおける可動域の実際の増大化を提供する代わりに、頸部の直径または幅
がその強さを改善するために増大し、高度の頸部切除が用いられ、および／または薄い寛
骨臼構成部品が提供され得る。高度の頸部切除は、設計が高度な多孔質面、短縮された頸
部および／または平均化された頸部を組み込むことを可能とする。これらの選択が結果的
にその可動域が小さな頭部システムの可動域に匹敵する大きな頭部システムをもたらす一
方で、これらの選択は、また、その強さおよび荷重伝達特性が、需要の高い患者に適して
いるシステムをもたらす。
【００３８】
　図１１Ａおよび１１Ｂを参照すると、耐衝撃性大腿骨股関節ステムの別の実施例が、図
７に記載される短縮された頸部長さ６０４を、頸部を強化する手段としての図８および９
に記載される曲線的な上面６２２と組み合わせている。これらの特徴を組み合わせること
により、頸部は、所定のステム直径または大きさに使用可能である最大大腿骨オフセット
が増大化され得るように、十分に強化され得る。特に、このことは、小さな骨髄導管の解
剖額的構造（small intramedullary canal anatomy）および大きな側面オフセットを有す
る患者にとって有利である。この大腿骨の形態は、「シャンパン・フルート」形態といわ
れている。図１１Ａを参照すると、標準的なステム設計の高度オフセットの提供に匹敵す
る側面オフセットを有する高度オフセット６４２と増大化された側面オフセットを有する
高度オフセットプラス６４０の２つの異なったあり得るオフセットが例示されている。
【００３９】
　図１１Ｂに示される表は、ステム部分６０２の直径と側面オフセットの間の形状的関係
の実施例を示す。表の最も左側の欄は、種々の末端側のステムの直径を列挙している。最
も右側の２つの欄は、２つの設計に対する側面オフセットの値を示している。最も右側の
欄は、その他の増加が予想されるけれども、側面オフセットにおいて５ｍｍの増加が示さ
れている。例えば、高度オフセットプラスの設計は、患者集団に対する平均側面オフセッ
トを超える１または２つの標準的偏差より大きい側面オフセットを組み込み得る。平均を
超える３またはそれ以上の偏差より大きい側面オフセットも予想される。
【００４０】
　図１２А－１２Ｂを参照すると、短縮されたステムを有する耐衝撃性の大腿骨股関節ス
テムの別の実施形態が例示されている。大腿骨股関節ステム８５０は、図６Ａおよび６Ｂ
に記載される股関節ステムと類似しているが、該ステム８５０は、基端側多孔質コーティ
ング８５２、高度頸部切除面８５４、およびしたがって、短い「有効頸部長さ」を含み得
る。大腿骨股関節ステム８５０は、転子免荷遷移（a trochanteric relief transition）
８５８を有する短縮されたステム８５６、および連続的なフレア（flare）と緩やかな湾
曲を有する中間湾曲部８６０を含み得る。大腿骨股関節ステム８５０は、また、本明細書
に先に記載された実施形態と類似の頭部接続機構８６２を含み得る。
【００４１】
　短縮されたステム８５６は、長さで６ｃｍに満たないか、または長くてもよい。基端側
多孔質コーティング８５２は、基端側境界８５１および末端側境界８５３を含み得る。基
端側多孔質コーティング８５２の基端側境界８５１は、図６Ａおよび６Ｂに例示される多
孔質コーティングの基端側境界８０６よりも頭部接続機構８６２の近くにあることを例示
している。また、基端側多孔質コーティング８５２の末端側境界８５３は、転子免荷遷移
８５８にまたは転子免荷遷移８５８の基端側に配置されている。基端側多孔質コーティン
グ８５２の末端側境界をこの配置に置くことにより、植え込み体は、コーティングが湾曲
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部８５８の周辺に延在していないので、修正手術の間に容易に取り除かれ得る。
【００４２】
　さらに、大腿骨股関節ステム８５０が図１２Ｂに示されるように近位大腿骨に挿入され
ると、頸部切除面８５４は、図６Ｂに示される頸部切除面８１４より高い。頸部切除面を
基端側に移し、したがって、多孔質コーティングを基端側に移すことにより、股関節ステ
ムへの後の修正は、従来の多孔質コーティング面を有する従来の股関節ステムに比べると
容易になり得る。また、先に述べた実施形態に類似して、高い頸部切除面は、生まれつき
の大腿骨、特に、小突起領域の優れた保持を可能とし、ステムが一層多くの負荷を生まれ
つきの大腿骨と分担することを可能にし、構造物の全体の強度を増大させる。骨の一体化
は、人工頭部の近くで達成され得る。多孔質コーティングが基端側で中間フレアの上まで
高いので、大きな圧縮ストレスが骨の界面で起き得る。このことは、優れた骨内部成長を
促進するのに役立つ。このことは、さらに、頸部の支えられていない長さを減少させ得る
。総体的に、このことは、大腿骨のステムの仕官を実質的に防止し、大腿骨内のステムの
移動を減少させ、優れた植え込み安定性を提供する。
【００４３】
　大腿骨股関節ステム８５０は、また、先の実施形態で説明されたように、頸部を強化す
る手段を含み得る。
【００４４】
　本明細書で説明されているステム構成部品はいずれも、生体適合性材料から作られ得る
。生体適合性材料の例は、限定されるものではないが、ステンレス鋼、チタンおよびその
合金、コバルト－クロム－モリブデン合金、およびその他のクロム合金のような金属；ポ
リエーテルエーテルケトン（ＰＥＥＫ）やポリアリールエーテルケトン（ＰＡＥＫ）のよ
うなポリマー；アルミナやジルコニアのようなセラミックス；および炭素繊維強化エポキ
シ樹脂のような複合材料を含み得る。ステム構成部品の部分は、それぞれの部分の要求に
したがって異なる材料から作られ得る。ステム構成部品は、ある材料からなる末端部分と
別の材料からなる基端部分とで作られ得る。ステム構成部品は、ある材料の基板と別の材
料のコーティングとで作られ得る。材料は、中実（すなわち、非多孔質）または多孔質で
あってもよい。ステム構成部品の表面は、ミクロレベルまたは巨視的レベルで滑らかであ
ってもよいしざらざらしていてもよい。ステム構成部品は、鋳造、鍛造、機械加工、また
はこれらの方法の組み合わせにより作られ得る。鋳造は、熱的手段、化学的手段、電気的
手段、またはこれらに匹敵する手段が適用される。例えば、コーティングは、焼結、スパ
ッタ（spattered）、蒸着（vapor deposited）、イオン注入、電気メッキなどをされ得る
。
【００４５】
　本明細書で説明されている頸部構成部品はいずれも、上でステム構成部品に対して説明
したように作られ得る。頸部構成部品は、強度を強めるかまたはやむをえない強度の減少
を最小限に抑える材料、表面処理、および製造方法で作られることが好ましい。
【００４６】
　図１３Ａ－１３Ｅは、高い最終切除面を有する耐衝撃性股関節ステムを準備し、挿入す
る方法のステップを示している。骨切りは、頭部を取り除くことにより遂行され、図１３
Ａに染めされるような頭部－頸部接合部に、またはその近くに、用意された切除面を作り
出し得る。次に、骨髄内（ＩＭ）導管が図１３に示されるような箱型のみ（a box chisel
）またはその他の類似する手術器具を用いて開けられる。
【００４７】
　図１３Ｃに示されるように、一端ＩＭ導管が開けられると、外科医は、次に、図１３Ｄ
および１３Ｅに示されるように、末端側ＩＭ導管をリーマ（a reamer）で仕上げ、基端側
ＩＭ導管および基端側骨幹端をブローチ(a broach)で広げ得る。次に、頸部切除が、平坦
な小突起用リーマまたは鋸のための切除ガイドとして、ブローチを用い完了し得る。
【００４８】
　図１４Ａおよび１４Ｂは、従来の切除面と図１１Ａ－１１Ｅで説明される技術にしたが
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う最終切除面との間の対比を提供する。最終切除面（図１４Ｂ）は、大腿骨頸部上に従来
の切除技術よりも高く存在し、結果として、生まれつきの骨と分担する大きな負荷をもた
らす。
【００４９】
　図７および９－１１において説明されている耐衝撃性ステムの設計は、全股関節形成の
間、近位大腿骨の小突起領域の優れた骨保護、および改善された負荷分担のために、図１
３Ａ－１３Ｅにおいて説明される手術方法を使用し得る。しかしながら、骨保護の潜在的
増大化は、衝撃により患者の可動領域を制限する。
【００５０】
　先の設計は、低い大腿骨頸部切断を利用し、頸部平面の組み込みを含んでいる植え込み
頸部の形状を変更し、小さなサイズの頭部を用いるとき、寛骨臼構成部品の衝撃に対し安
心感を与える。大きなサイズの頭部を用いるとき、例えば、斜面切断、浮き彫り、丸み付
け、エッジ・ブレーク（edge break）、または潜在的衝撃の領域のその他の変更を用いる
ことにより、このような同じ形状の変更が周囲の骨においてなされ得る。周囲の骨におい
てなされる斜面切断またはその他の切断は、衝撃が寛骨臼構成部品に対して起きる場合、
安心感を与える。衝撃の軽減が植え込みではなく骨において取り組まれるので、このこと
は、薄い植え込み首部の形状が用いられることを可能にし得る。骨の部分を取り除き、面
取りされた平坦な面を示すことを含んでいる、このような趣旨での骨の形状を変更するた
めにどのような方法も用いられ得る。ある基端側の骨は、骨の「棚」のような、高い衝撃
の適用において分担する負荷に対して保持され、挿入された股関節ステムの頸部分からの
負荷を移動させるのに役立ち得る。別の骨表面形状は、曲線的表面、Ｌ字形切り欠き、あ
るいは、起伏のある表面切除形状を含み得る。
【００５１】
　図１５Ａおよび１５Ｂは、先に説明された耐衝撃性股関節ステムと連結して用いられ得
る面取りされた骨の断面の実施例を示している。図１５Ａおよび１５Ｂに示される面取り
された骨の表面は、典型的な可動域を可能とする一方、小突起骨の高い面を維持している
。図１５Ｃおよび１５Ｄは、面取りされた骨の別の実施例を示している。この場合、切除
面は、小突起骨の高い面を維持する一方、角張っており、これも典型的な可動域を可能と
している。
【００５２】
　図１６Ａ－２５Ｂは、面取りされた表面を作り出し、衝撃を減少させ、強化された頸部
を有する股関節ステムを可能とする器具および方法を例示している。図１６Ａ－１６Ｆは
、前方の小突起室をさらに用意し、可動域を増大させ、人口構成部品および／または宿主
骨（host bone）の可能性のある衝撃を妨げる追加ステップを例示している。図１６Ａは
、図１３Ａ－１３Ｅにしたがって用意された近位大腿骨を示している。大腿骨頭部部分は
、取り除かれ、ＩＭ導管に近づくことを可能にする馬蹄形の空洞６５０を示している。空
洞の深さおよび幅は、患者の解剖学的構造にしたがって変わりやすい。あるいは、空洞は
、矩形状であってもよいし、または不規則な形状をしていてもよい、図１６Ｂにおいて、
近位大腿骨は、さらに、斜めになったまたは面取りされた前方縁部６５２を空洞６５０に
ガイドすることにより用意された。図１６Ｃは、第１の非傾斜公報縁部６５４および傾斜
前方縁部６５２を含み得る空洞６５０の上面図を提供している。あるいは、前方縁部と公
報縁部は両方とも傾斜していてもよい。この場合、後方であって下方の骨株（bone stock
）は、図１６Ｄに示されるように、最大限のストレス転移（maximal stress transfer）
に対して保護され得る。前方縁部が傾斜していると、可動域は、図１６Ｅおよび１６Ｆに
示されるように、改善され得る。図１６Ｅ－１６Ｆを参照すると、空洞６５０を通って大
腿骨内に挿入された近位大腿骨ステムの上面図が示されている。図では、頭部接続構成部
品６０６が寛骨臼カップ６６６により受け取られているモジュール式頭部６６５に接続さ
れている。植え込まれた股関節ステムは、先の実施例において説明されている股関節ステ
ム６００であり得る。図１６Ｅは、中立の、非回転位置にある、股関節ステム６００と接
続されているモジュール式頭部６６５を例示している。図１６Ｆは、空洞４５０の前方傾
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斜縁部４５２が寛骨臼カップ６６６と接触状態になるように回転している、股関節ステム
６００と接続されているモジュール式頭部６６５を例示している。寛骨臼カップ６６６の
前方縁部に接触する前に近位大腿骨がさらに回転することを可能にすることにより、傾斜
縁部６５２が衝突の可能性を減少させていることが理解され得る。
【００５３】
　図１７Ａ－１７Ｃを参照すると、傾斜前方縁部６５２は、時には、小突起プレーナーま
たは小突起リーマともいわれる、ブローチ６７４と係合する支柱６７２上の平坦なリーマ
６７０を用いることにより用意され得る。図１７Ａは、ブローチ６７４を示している。該
ブローチは、傾斜前方縁部６５２の所望の角度に直交する傾斜した基端側穴６７６を含ん
でいる。ブローチ６７４が近位大腿骨に嵌め込まれるとともに、支柱６７２が穴６７６内
に挿入され、リーマ６７０を穴に整列させる。運動矢印６７７により指示されるように、
リーマ６７０が回転し、前進すると、リーマは、基端側前方縁部を斜めに裁断し、斜面６
５２を形成する。リーマ６７０は、該リーマが回転している間、干渉されることなく基端
側前方縁部またはブローチの方部を受け取る大きさに形作られている中心空洞を含み得る
。
【００５４】
　ブローチは、ただ１つの穴のみを含み得る。この場合、別個の左右のブローチが設けら
れている。ブローチは、また、単一のブローチが左右の大腿骨に適している２つの穴を含
み得る。
【００５５】
　図１８Ａ－２０Ｂを参照すると、患者の正常な可動域を保持するとともに、高い切除面
を有する人工股関節のための大腿骨股関節ステムを準備するのに用いられ得る方法および
器具の別の実施例が示されている。図１８Ａおよび１８Ｂを参照すると、面取りリーマが
示されている。面取りリーマ９００は、カップ状に形成されている切断面９０４に接続さ
れている細長いハンドル部分９０２を含んでいる。カップ状に形成されている切断面は、
また、骨切断面とも言われる。カップ状に形成されている切断面９０４は、円錐形であっ
てもよく、または、さまざまな湾曲の度合いを含み得る。細長いハンドル部分９０２は、
肩部９０６においてカップ状に形成されている切断面９０４に接続されている。肩部９０
６は、細長いハンドル９０２より大きな直径を有し得る。カップ状に形成されている切断
部分９０４は、肩部９０６に対して末端側に配置され、外側に向かって朝顔状に開いてい
てもよい。カップ状に形成されている切断部分９０４は、内面９０３および該内面９０３
と背中合わせの外面９０５を含み得る。カップ状に形成されている切断部分９０４は、内
面９０３と外面９０５との交点において、先の尖った縁部分９０８を含み得る。カップ状
に形成されている切断部分９０４は、複数の窓ともいわれる開口部９１０を含み得る。該
開口部は、骨の切除を手助けする先の尖った縁部９１１を含み得る。窓縁部９１１は、あ
るいは、扁平であってもよいし、丸みを帯びていてもよい。カップ状に形成されている切
断部分９０４の頂点において、面取りリーマ９００は、ブローチに接続される支柱部分を
受け取るように形作られている雌型機構９１２を含み得る。雌型機構９１２は、カップ状
に形成されている切断部分９０４の内面９０３から肩部９０６内に延在するソケットまた
は穴を含み得る。あるいは、嵌め合い機構９１２は、ブローチの溝またはソケットにより
受け取られるように形作られた相補的雄型機構であってもよい。
【００５６】
　図１９Ａを参照すると、近位大腿骨の頭部が頭部－頸部連結部において切除された後、
近位大腿骨に挿入されている、支柱９２０を有するブローチが示されている。ブローチは
、該ブローチが切除面と面一になり、支柱が切除面にほぼ直角を成して延在するように該
支柱が方向付けられるまで大腿骨の空洞内に挿入されている。挿入されているブローチと
嵌め合いになっている、図１８Ａおよび１８Ｂにおいて説明される面取りリーマ９００が
図１９Ｂに示されている。面取りリーマ９００がブローチの支柱９２０に係合すると、先
の尖った縁部分９０８は、切除面と面一になり得る。器具９００は、次に、作動し、回転
し、面取りリーマに力を加え、骨組織を取り去ることにより、小突起区域をリーマで仕上
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げる。
【００５７】
　図２０Ａを参照すると、ブローチ９２０が依然として近位大腿骨内に植え込まれている
、面取りリーマ９００を用いてリーマで仕上げられた後の近位大腿骨が示されている。リ
ーマで仕上げた後、ブローチは、取り除かれ、先に説明されたような人工大腿骨股関節が
図２０Ｂに例示されるように、挿入され得る。
【００５８】
　小突起リーマ（a calcar reamer）の別の実施例は、近位大腿骨内に挿入されたブロー
チの基端側部分を受け取るように形作られている中心開口部を含み得る。リーマが回転す
ると、面取り切断刃が鋸のような役割で作動し、ブローチの一方の側または両側に相補的
な面取り骨表面を作り出すように、小突起リーマは、少なくとも１つの面取り切断面を含
み得るけれども、小突起リーマの構造および使用方法は、図１７Ａ－２０Ｃに示されるリ
ーマに類似している。これらの器具は、種々の切断刃の形状を含み、異なる形状をした骨
切除を作り出す。あるいは、切除は、自由になされ、股関節ステムを取り囲んでいる骨部
分を取り除き、潜在的な抵触を減少させ得る。
【００５９】
　図２１Ａ－２１Ｂは、ブローチ６７４の傾斜した縁部６７８によりガイドされる鋸を用
いることによる傾斜前方縁部６５２を用意する別の配列を例示している。この実施例にお
いて、ブローチの基端側前方角部は、傾斜前方縁部６５２のための所望の切除面を確定す
る傾斜部分６７８を持っている。ブローチ６７６が近位大腿骨内に嵌め込まれるとともに
、鋸が傾斜部分６７８に整列され、それに沿って移動する。作動鋸が前進すると、該鋸は
、基端側前方縁部を斜めに裁断し、斜面６５２を形成する。
【００６０】
　ブローチは、１つまたは２つの傾斜部分６７８を含み得る。
【００６１】
　図２２－２７は、全股関節形成中に近位大腿骨を用意するのに用いられ、衝撃の可能性
を最小限に抑え、患者の生まれつきの可動域を維持する器具および方法の別の実施例を例
示している。図２２Ａおよび２２Ｂは、大腿骨内に挿入されているモジュール式頭部に接
続されている人工大腿骨股関節ステムを例示している。股関節ステムは、本明細書で先に
説明されている耐衝撃性股関節ステム６００であり得る。図２２Ａおよび２２Ｂを参照す
ると、股関節ステム６００が大腿骨内に挿入された後、面切除切断（chamfer resection 
cuts）は、全く実行されなかった。接続されるモジュール式頭部部分は、寛骨臼構成部品
と結合するものと理解され得る。図２２Ｂにおいて、面切除切断がなければ、骨－寛骨臼
カップの境界における関節の後方衝突６８１が存在し、したがって、患者の可動域を制限
することが理解され得る。
【００６２】
　図２３－２７は、近位大腿骨内に挿入されているブローチ６７４の基端側部分に嵌め込
まれているかまたは取り付けられており、生まれつきの大腿骨の前方および後方部分に対
する人工頭部の衝突を減少させる生まれつきの大腿骨の面取り縁部を作り出すのに用いら
れる面切断ガイド（a chamfer cutting guide）７００を例示している。
【００６３】
　図２３Ａを参照すると、近位大腿骨内に挿入されているブローチ６７４が示されている
。ブローチ６７４は、この出願において先に説明されているプロセスに類似するまたは一
致する方法を用いて、近位大腿骨内に挿入されている。図２３Ｂは、ブローチ６７４の基
端側部分に取り付けられている面切断ガイド７００を例示している。
【００６４】
　図２４は、係合部分ともいわれる第１部分７１０およびガイド部分ともいわれる第２部
分７５０を含んでいる面切断ガイド７００の斜視図を提供している。係合部分７１０は、
面切断ガイド７００をブローチ６７４またはその他の骨の機構に固定するように作用し、
基端側表面７１２および該基端側表面の反対側にある末端側ブローチ接触部分７１４を含
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み得る。基端側表面７１２は、曲線的な縁部７１６とガイド部分の境界７１８との間に延
在し得る。
【００６５】
　図２５に例示されるように、末端側ブローチ接触部分７１４は、階段状の構造を有し、
第１段７２０、該第１段７２０から末端方向にずれている第２段７２２、および第２段７
２２から末端方向にずれている第３段７２４を含み得る。段数および方向は、変動可能で
ある。末端ブローチ接触部分７１４は、また、挿入されているブローチを取り囲む骨部分
と連動するように形作られている種々の代わりの構造を含み得る。特に、骨接触部分は、
図１６Ａおよび１６Ｂに説明される空洞６５０の内側部分の骨と連動し得る。別の構成は
、患者の骨の表面形状に合致する、平坦な、傾斜した、あるいは起伏のある表面を含み得
る。
【００６６】
　末端ブローチ接触部分７１４の第１段７２０の表面は、少なくとも１つの開口部７２６
を含み得る。この場合は、２つの比較的小さくて、ほぼ円形の開口部である。
【００６７】
　第１段４７２および第２段７２４は、凹形状の曲線的角部７３０において第１段部７２
０と交差する第１の垂直面７２８により接続されている。角部は、鋭角であってもよいし
、傾斜していてもよいし、弓形に曲げられていてもよいし、あるいは、緩みを入れられて
いてもよい。第２段７２４は、図２５に最もよく示されるように、少なくとも１つの大き
な開口部７３２を含み得る。大きな開口部７３２は、ブローチの基端側部分を受け取るよ
うに形成されている。開口部７３２は、係合部分７１０を貫通して延在し、基端側表面７
１２に交差する。
【００６８】
　面切断ガイド７００がブローチ６７４に取り付けられると、開口部７３２の中心軸は、
大腿骨頸部の軸に整列し得る。面切断ガイド７００は、ボタン７６５またはレバーを押す
ことにより作動し得るバネ荷重機構を介してブローチ６７４に係合し得る。ボタン７６５
が押圧されると、面切断ガイド７００の大きな開口部７３２は、ブローチの基端側部分を
越えて摺動することができる状態になり得る。ボタン７６５の外力が解除されると、バネ
力により大きな開口部７３２の側部がブローチの支柱に対してしっかりと押され、したが
って、大きな開口部７３２の側部に対して支柱を押し付け得る。このことは、切断ガイド
７００を所定の位置にしっかりと固定し得る。係合部分７１０は、使用中面切断ガイド７
００を固定する補足的な開口部または接続機構を含み得る。補足的な接続機構の実施例と
しては、突起部分、先細状モース（morse-taper）、またはその他の雌雄接続機構が含ま
れ得る。
【００６９】
　第２段７２２および第３段７２４は、第２の垂直面７３４により接続され得る。第３段
７２６は、第２の垂直面７３４および第２の垂直面７３４と背中合わせの第３の垂直面７
３６に交差する。第３の垂直面７３４は、第２の曲線的角部７３８に接続し得る。この場
合、角部７３８は、ガイド部分７５０の末端側表面７５２に交差する。
【００７０】
　面切断ガイド７００の底面側から見た斜視図が図２５に示されている。ガイド部分７５
０は、実質的に細長く、一般的に矩形形状をなしている。ガイド部分７５０は、ほぼ矩形
状の末端側表面７５２を含み得る。末端側表面７５２は、係合部分７１０と平坦な端部７
１５との間に延在する。ガイド部分７５０の横断面が図２６に例示されている。ガイド部
分７５０の横断面は、通常三角形であり、正三角形である中心本体７５４および上方に位
置し、三角形状の本体７５４の縁部に平行な内側縁部７６６、７６８を有する２つの付属
品７５６、７５８を含んでいる。付属品７５６、７５８と三角形状の本体７５４の縁部と
の間の空間は、切断ガイドとして作動する溝またはスロット（slots）７６０、７６２を
作り出し、従来の外科用鋸またはその他の外科用切断器具のための所定の切断経路を定め
ている。２つの切断ガイド７６０、７６２は、近位大腿骨の前後両側に、結果として生じ
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る所望の骨切除を作り出す前方スロットおよび後方スロットとして作動し得る。２つのス
ロット７６０、７６２は、図２７Ａに例示されるように、中心本体７５４の（ｚ軸の）長
さに沿って延在する基端側主要溝部７６４において交差する。
【００７１】
　付属品７５６、７５８は、大きな外科的柔軟性を可能とする補助的切断ガイドとして働
く外側表面７７０、７７２を有し得る。平坦な外側表面７７０、７７２は、別の骨切除を
作り出す間、動力付鋸が存在することが可能である補助的ガイド境界を作り出す。
【００７２】
　図２７Ａ－２７Ｂを参照すると、切断ガイド７００を用いて実行された前方および後方
切除後における面切断ガイド７００が取り付けられている近位大腿骨が示されている。切
除後の結果としての形状は、大腿骨の前方／後方表面上に平坦な表面７８７、７８９を作
り出している。このことは、実際に、頸部の前方／後方両側に平坦な表面を含み、カップ
やライナーによる衝突を避けている従来の股関節ステムの設計に類似している。
【００７３】
　図２８を参照すると、線図が前方および／または後方面切断を有する大腿骨を用意する
方法を例示している。該方法は、この方法が股関節への外科的接近を確立する方法のよう
な別の方法の後で発生し得ることが理解されるけれども、ステップ８００で開始する。ス
テップ８１０において、最初の頸部切除が頭部－頸部連結部で、またはその近くで、ある
いは、大腿骨頸部の骨頭下領域（a subcapital region）において大腿骨頭部を取り除く
ことによりなされる。次に、ステップ８２０において、骨髄内導管が開けられる。次に、
ステップ８３０において、基端側骨幹端ブローチで広げられる。ステップ８３０において
、次第に大きくなるブローチが連続して用いられ得る。ブローチは、切除面と面一になる
ように近位大腿骨内に位置決めされ得る。ステップ８４０を参照すると、１以上の面切断
が頸部切除を取り囲む１以上の位置（前方、後方、中間）においてなされる。現時点では
、方法は、この方法が人工股関節ステムを植え込む方法のような別の方法の前に発生し得
ることが理解されるけれども、ステップ８５０で終了する。
【００７４】
　選択的ステップ８２２において、最終の頸部切除が近位大腿骨の最終位置における最終
ブローチに関連してなされる。ステップ８２２は、ステップ８３０の後で発生する。
【００７５】
　選択的ステップ８３２を参照すると、末端側骨髄内導管または骨幹は、ステップ８２２
および／または８３０の前または後にリーマで仕上げられる。次第に大きくなるリーマが
ステップ８３２において連続して用いられる。
【００７６】
　ステップ８４２、８４４および８４６は、平坦な面切断を作り出すために用いられる種
々の可能性のある技術および器具を説明している。ステップ８４２を参照すると、平坦な
面切断は、図２１Ａ－２１Ｂにおいて記載されるシステムに類似するブローチのガイド面
に関連してなされる。ステップ８４４を参照すると、平坦な面切断は、図２４－２７Ｂに
おいて記載される切断ガイドのような切断ガイドのガイド面に関連して代替的になされる
。ステップ８４６を参照すると、平坦な面切断は、また、図１７Ａ－１７Ｃに記載される
小突起リーマのような小突起リーマを用いて、または鋸を用いてなされる。ステップ８４
８を参照すると、湾曲面切断が図１８Ａ－１９Ｂに例示される器具に関し記載されている
もののような湾曲した切断ガイド面を用いるブローチに関連してなされる。
【００７７】
　耐衝撃性大腿骨股関節ステムは、稼働中の動的負荷に耐えるように、ステムの能力を改
善する短縮された頸部の長さや幅広い頸部直径のような頸部を強化する適用を組み込む。
ステムは、また、大腿骨頸部の小突起領域へのストレスを転移させるように、ステムの能
力を改善する高い平均化された切除面や多孔質コーティング面のようなストレスを転移さ
せる適用を組み込む。ステムは、ステム軸に沿って見た場合に、ステムの突出領域を増加
させることでストレス転移に役立つ顕著な中間フレアを特徴とする。ステムは、多くのス
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トレスを小突起領域に転移させるので、大腿骨の残りの部分のストレス分布は、生まれつ
きの大腿部の分布に近い。したがって、多くの骨の材料を長期間にわたって保持すること
ができる。
【００７８】
　本発明の種々の形態が以下のように表現される。
【００７９】
１．ブローチであって、近位大腿骨内に挿入され、穴を形成するように形作られ、切断ガ
イド接触面および切断ガイド接続機構を備えるブローチ、および
　ブローチに接続される切断ガイドであって、係合部分およびガイド部分を備え、前記係
合部分は、ブローチ接触面およびブローチ接続機構を備え、前記ブローチ接触面は、前記
切断ガイド接触面に接触し、前記ブローチ接続機構は、前記切断ガイド接続機構に相補的
であり、前記ブローチ接続機構は、前記切断ガイド接続機構に接続し、前記ブローチ接続
機構は、前記ブローチ接触面上に存在し、前記ガイド部分は、前記係合部分から延在し、
前記ガイド部分は、第１ガイド面を備え、前記第１ガイド面は、第１切除面を画定する切
断ガイド、
　を備えていることを特徴とする人工大腿骨股関節を植え込むシステム。
【００８０】
２．前記第１切除面は、前記切断ガイド接触面に対して角度をなしていることを特徴とす
る上記１.に記載される人工大腿骨股関節を植え込むシステム。
【００８１】
３．前記ガイド部分は、少なくとも１つの付属品を備え、前記少なくとも１つの付属品は
、前記第１ガイド面を備え、前記少なくとも１つの付属品は、第２ガイド面を備え、前記
第２ガイド面は、第２切除面を画定し、前記第２切除面は、前記切断ガイド接触面および
前記第１ガイド面に対して角度をなしていることを特徴とする上記１.に記載される人工
大腿骨股関節を植え込むシステム。
【００８２】
４．前記切断ガイド接続機構は、支柱を備え、前記ブローチ接続機構は、ソケットを備え
、前記ソケットは、前記支柱の一部を受け取るように形作られていることを特徴とする上
記１.に記載される人工大腿骨股関節を植え込むシステム。
【００８３】
５．前記ブローチ接触面は、前記ブローチ接続機構を取り囲み、前記ブローチ接触面は、
第１段を備え、前記第１段は、前記支柱の一部がソケット内に含まれ、前記ブローチ接触
面が前記切断ガイド接触面に接触すると、前記切断ガイドの前記支柱周りの回転を実質的
に妨げることを特徴とする上記４.に記載される人工大腿骨股関節を植え込むシステム。
【００８４】
６．前記係合部分は、作動可能なボタンを備え、外力が前記ボタンに加えられると、前記
ソケットが前記支柱の一部を受け取ることができ、前記外力が解除されると、前記係合部
分は、前記支柱が前記ソケット内に固定されるように前記支柱に係合することを特徴とす
る上記４.に記載される人工大腿骨股関節を植え込むシステム。
【００８５】
７．前記システムは、人工装具を備え、該人工装具の一部は、前記穴内に嵌め込むように
形成されることを特徴とする上記１.に記載される人工大腿骨股関節を植え込むシステム
。
【００８６】
８．ブローチであって、近位大腿骨内に挿入され、穴を形成するように形作られ、切断器
具接触面および切断器具接続機構を備えるブローチ、および
　前記ブローチに接続される切断器具であって、係合部分および骨切断面を備え、前記骨
切断面は、前記係合部分から延在し、前記係合部分は、ブローチ接触面およびブローチ接
続機構を備え、前記ブローチ接続機構は、前記切断器具接続機構に相補的であり、前記ブ
ローチ接続機構は、前記切断器具接続機構に接続し、前記ブローチ接触面は、前記切断器
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具接触面に接触する切断器具、
　を備え、
　前記切断器具は、回転可能であり、前記器具が回転するとき、前記骨切断面が骨部分に
係合し、これを取り除くことを特徴とする人工大腿骨股関節を植え込むシステム。
【００８７】
９．前記切断器具接触面は平坦であることを特徴とする上記８.に記載される人工大腿骨
股関節を植え込むシステム。
【００８８】
１０．前記切断器具接続機構は、基端側ソケットを備え、前記ブローチ接続機構は、支柱
を備え、前記支柱が前記基端側ソケット内に受け取られるように形作られることを特徴と
する上記８.に記載される人工大腿骨股関節を植え込むシステム。
【００８９】
１１．前記骨切断面は、平坦であり、前記支柱が前記基端側ソケット内に受け取られると
、前記骨切断面は、前記切断器具接触面と整列することを特徴とする上記１０.に記載さ
れる人工大腿骨股関節を植え込むシステム。
【００９０】
１２．前記骨切断面は、曲線的であることを特徴とする上記８.に記載される人工大腿骨
股関節を植え込むシステム。
【００９１】
１３．前記切断器具は、ハンドルを備え、前記ハンドルは、前記係合部分に接続されてい
ることを特徴とする上記８.に記載される人工大腿骨股関節を植え込むシステム。
【００９２】
１４．前記骨切断面は、少なくとも１つの開口部を備え、前記少なくとも１つの開口部は
、切断刃を備えていることを特徴とする上記８.に記載される人工大腿骨股関節を植え込
むシステム。
【００９３】
１５．ステム、頸部、頸部を強化する手段、および外側コーティングを備える人工股関節
であって、前記ステムは、縦軸および基端部分を備え、前記頸部は、ベースおよび頭部接
続機構を備え、前記頭部接続機構は、中心点を備え、前記頸部を強化する手段は、前記ス
テムの上面におかれる追加材料を備え、前記外側コーティングは、基端側境界を備え、前
記基端側境界は、前記頸部の一部を横切って延在する、人工股関節、および
　骨に面切断を作り出す器具であって、前記器具は、本体を備え、前記本体は、係合部分
を備え、前記係合部分は、接続機構を備え、前記器具は、切断ガイドを備え、前記切断ガ
イドは、前記本体に連結されている、器具、
　を備えていることを特徴とする全股関節形成システム。
【００９４】
１６．前記接続機構は、骨内に挿入される固定装置に係合するように形作られていること
を特徴とする上記１５.に記載される全股関節形成システム。
【００９５】
１７．前記器具は、切断面を備えていることを特徴とする上記１５.に記載される全股関
節形成システム。
【００９６】
１８．前記器具は、回転力を適用することにより作動することを特徴とする上記１７.に
記載される全股関節形成システム。
【００９７】
１９．前記切断ガイドは、前記本体から側方に延在していることを特徴とする上記１５.
に記載される全股関節形成システム。
【００９８】
２０．前記切断ガイドは、第１の面を備え、前記第１の面は、経路に沿って切断器具をガ
イドするように形作られていることを特徴とする上記１９.に記載される全股関節形成シ
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ステム。
【００９９】
２１．前記人工股関節は、上面を備え、前記上面は、前記頸部の前記ベースおよび前記ス
テムの基端側部分に交差する横断面を横切って延在することを特徴とする上記１５.に記
載される全股関節形成システム。
【０１００】
２２．前記追加材料は、前記上面上におかれ、前記頸部を強化する前記手段は、曲線的部
分を備えていることを特徴とする上記２１.に記載される全股関節形成システム。
【０１０１】
２３．中心縦軸および基端部を備えるステム、
　前記ステムの基端側部分から延在する頸部であって、第１の長さ、ベースおよび頭部接
続機構を備え、前記頭部接続機構は、中心点を備え、前記第１の長さは、ベーと中心点と
の間の距離を備える、頸部、
　前記ステムの前記基端部と前記頸部の前記ベースとの間に延在する上面、および
　基端側境界を備える外側コーティングであって、前記外側コーティングの少なくとも一
部は、前記頸部に含まれる、外側コーティング、
　を備えていることを特徴とする人工大腿骨股関節。
【０１０２】
２４．前記上面は、前記ステムの基端部および前記頸部の前記ベースと交差する横断面に
沿って延在することを特徴とする上記２３.に記載される人工大腿骨股関節。
【０１０３】
２５．外側コーティングは、多孔質であることを特徴とする上記２３.に記載される人工
大腿骨股関節。
【０１０４】
２６．前記多孔質コーティングは、生物学的成長を促進することを特徴とする上記２５.
に記載される人工大腿骨股関節。
【０１０５】
２７．前記外側コーティングの前記基端側境界の一部は、少なくとも部分的に上記頸部を
横切って延在していることを特徴とする上記２３.に記載される人工大腿骨股関節。
【０１０６】
２８．前記外側コーティングの基端側境界と前記頸部の前記頭部接続機構との間の距離は
、第２の長さを備えていることを特徴とする上記２３.に記載される人工大腿骨股関節。
【０１０７】
２９．前記第２の長さは、前記第１の長さ未満であることを特徴とする上記２８.に記載
される人工大腿骨股関節。
【０１０８】
３０．中心縦軸および基端部を備えるステム、
　前記ステムの基端部分から延在する頸部であって、ベース、頭部接続機構および第１の
長さを備え、前記第１の長さは、前記ベースと前記頭部接続機構の中心点との間の長さを
備える、頸部、
　前記ステムの前記基端部および前記頸部の前記ベースに交差する横断面に沿って延在す
る上面、
　その少なくとも一部が前記頸部に含まれる外側コーティング、および
　頸部を強化する手段、
　を備えていることを特徴とする全股関節形成のための人工大腿骨。
【０１０９】
３１．前記外側コーティングは、多孔質であることを特徴とする上記３０.に記載される
人工股関節。
【０１１０】
３２．前記多孔質外側コーティングは、生物学的成長を向上させる材料を備えていること
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を特徴とする上記３１.に記載される人工股関節。
【０１１１】
３３．前記頸部を強化する前記手段は、前記上面上の追加材料を備えていることを特徴と
する上記３０.に記載される人工股関節。
【０１１２】
３４．前記頸部を強化する前記手段は、曲線的部分を備えていることを特徴とする上記３
０.に記載される人工股関節。
【０１１３】
３５．前記頸部を強化する前記手段は、第１の部分において前記頸部の前記ベースに交差
することを特徴とする上記３０.に記載される人工股関節。
【０１１４】
３６．中心縦軸および基端部を備えているステム、
　第１の長さ、ベースおよび頭部接続機構を備える頸部であって、前記頭部接続機構は、
中心点を備え、前記第１の長さは、前記ベースと前記中心点との間の距離である、頸部、
　前記ステムの前記基端部と前記頸部のベースとの間に延在する上面、および
　前記頸部を強化する手段、
　を備えていることを特徴とする全股関節形成のための人工大腿骨股関節。
【０１１５】
３７．前記上面は、前記ステムの基端部および前記頸部のベースに交差する横断面に沿っ
て延在することを特徴とする上記３６.に記載される人工股関節。
【０１１６】
３８．前記頸部を強化する前記手段は、前記上面上に追加材料を備えていることを特徴と
する上記３６.に記載される人工股関節。
【０１１７】
３９．前記頸部を強化する前記手段は、曲線的部分を備えていることを特徴とする上記３
８.に記載される人工股関節。
【０１１８】
４０．前記頸部を強化する前記手段は、第１の部分において前記頸部の前記ベースに交差
することを特徴とする上記３８.に記載される人工股関節。
【０１１９】
４１．前記第１の部分と前記頭部接続機構の前記中心点との間の距離は、第２の長さであ
ることを特徴とする上記３８.に記載される人工股関節。
【０１２０】
４２．前記第２の長さは、前記第１の長さより小さいことを特徴とする上記３９.に記載
される人工股関節。
【０１２１】
４３．生まれつきの大腿骨の頸部を横切って切断し、前記頸部の骨頭下部分に頸部切除面
を形成するステップであって、前記頸部切除面は、外側皮質縁部により境界される、ステ
ップ、
　ブローチを大腿骨空洞内に挿入するステップであって、前記頸部切除面の前記外側皮質
縁部は、前記ブローチを少なくとも部分的に取り囲んで延在する、ステップ、および
　前記頸部切除面の前記外側皮質縁部を面取りするステップ、
　を備えていることを特徴とする人工大腿骨股関節を受け取る生まれつきの大腿骨を用意
する方法。
【０１２２】
４４．前記ブローチは、平坦な切断器具接触面を備えていることを特徴とする上記４３.
に記載される方法。
【０１２３】
４５．前記ブローチは、基端側ソケットを備え、前記頸部切除面の前記外側皮質縁部を面
取りするステップは、前記頸部切除面の前記外側皮質縁部を切断器具で切断するステップ
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を含み、前記切断器具は、支柱を備え、前記支柱は、前記基端側ソケット内に受け取られ
ることを特徴とする上記４３.に記載される方法。
【０１２４】
４６．前記切断器具は、平坦な骨切断面を備え、前記支柱が前記基端側ソケット内に受け
取られると前記骨切断面は、整列され、前記頸部切除面の前記外側皮質縁部を面取りする
ことを特徴とする上記４５.に記載される方法。
【０１２５】
４７．前記切断器具は、曲線的な骨切断面を備えていることを特徴とする上記４３.に記
載される方法。
【０１２６】
４８．前記支柱が前記基端側ソケット内に受け取られると、前記切断器具は、前記支柱の
周りに回転可能であり、前記器具が回転すると、前記平坦な骨切断面は、前記骨の一部を
取り除くことを特徴とする上記４５.に記載される方法。

【図１】 【図２】
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